いくら、 ぞんざいに あっかって 居る からって やつ ぱ 

り 惜しい 気がする。 

惜しい と 思う 気持が 段々 妙に 淋しい 心に なって 来る。 

こま 

細かい 「ふけ」 が 浮いた 抜 毛の かたまりが 古新聞の 

上に ころがって、 時々 吹く 風に 一二 本の 毛が 上の 方へ 

踊り 上ったり 靡いたり して 居る 様子 はこの 上な くわび 

じ ヽ 。 

！ - レ 

此頃は 只 クル クルと まるめて 真黒な ピンで とめて 居 

るば かりだ。 

結った つ て 仕様のない 様な 気がする。 

若い 年頃の 人が 髪 をお ろす 時の 気持が 思 い やられる。 



あたま じ 

ピッ タリと 頭 の 地つ いた 少ない 髪 を 小さく まるめ 

た 青い 顔の 女が、 体ば つかり 着ぶ くれて 黄色な 日差し 

の 中で マジ マジと 物 を 見つめて 居る 様子 を 考えて 見る 

と 我ながら うんざり する。 

毎朝の 抜 毛と、 海と 同じ 様な 碧 色の 黒み がかった 様 

ひとみ 

な 色 をした 白眼の 中に ポッ カリと 瞳の ただよって 居 

る 私の 眼 は、 見る のが 辛い 様な 気がする。 

すなお ( 一 字 分 空白) 

白眼が 素直な 白い 色 をして 居ない 者 は 「 □ 持」 

だと 云う けれ 共 私 もた しかに そうな のか もしれ ない。 

時々、 此の 青つ ぼい 白眼 も 奇麗に 見える 事が あるけ 

れ共、 此 頃の 様な まとまらない 様子 をして 居る と、 眼 



なま はん. R すわ 

顔が かなりで 生 半分 物が 分って、 悪い 事に 胆の 座つ 

た 女 ほど 気味の 悪い もの はない。 

彼の 女 も 一 度 だか 私の 髪 を 埋めた 事が 有った 事 を 思 

い 出す と あんな ものの 手で 埋められた のかと 思う と 髪 

の 根元が ム ズムズ する 様 だ。 いやらしい。 

一 体 秋になる といつ もなら 気が 落つ いて 一 年中 一 番 

冷静な 頭に なれる 時なん だけれ 共 今年 はそう なれない。 

大変な 損 だ。 

秋から 冬の 間に 落つ いて 私の 頭 は 其の 他の 時よりも 

余計に 種々 の 事 を 収獲す るんだ けれ 共 今年 は少 くと も 

冬になる まで 別に これ ぞと 云う 事 もしないで 居な けれ 
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